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北
海
道
新
十
津
川
町
が
誕
生
し
て
、今
年
で
１
２
０
年
。
こ
れ
を
記
念

し
て
、６
月
20
日（
日
）新
十
津
川
町
総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ゆ
め
り

あ
ホ
ー
ル
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、来
賓
と
し
て
多

田
北
海
道
副
知
事
、窪
田
奈
良
県
副
知
事
な
ど
が
、ま
た
植
田
新
十
津
川

町
長
や
更
谷
十
津
川
村
長
、両
町
村
議
会
議
員
な
ど
関
係
者
約
３
５
０
人

が
集
ま
り
、式
典
は
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
主
自
立
の
道
を
と
も
に
歩
ん
で
い
く
村
と
町
、新
十
津
川
町
誕
生
の

前
進
と
な
る
先
人
た
ち
の
思
い
が
今
な
お
こ
の
地
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ

と
が
肌
で
感
じ
取
れ
ま
し
た
。

１
２
０
年
の
歴
史
と

　

心
と
心
で
つ
な
が
る
村
と
町

〜
新
十
津
川
町
開
町
１
２
０
年
記
念
式
典
〜
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る
開
町
記
念
式
典
。
な
ぜ
、６
月

20
日
が
開
町
記
念
日
な
の
か
は
、町

長
が
述
べ
ら
れ
た
式
辞
の
と
お
り

で
す
が
、新
十
津
川
町
の
条
例
で
も

次
の
よ
う
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
新
十
津
川
町
開
町
記
念
日
に
関

す
る
条
例

（
趣
旨
）

第
１
条　

開
拓
先
人
の
労
苦
を
し

の
び
、そ
の
功
績
を
た
た
え
、感
謝

し
、郷
土
を
愛
す
る
心
を
養
い
、よ

り
よ
き
新
十
津
川
町
を
築
き
上
げ

る
決
意
を
あ
ら
た
に
す
る
た
め
、新

十
津
川
町
開
町
記
念
日
を
定
め
る
。

（
記
念
日
）

第
２
条　

新
十
津
川
町
開
町
記

念
日
は
、６
月
20
日
と
す
る
。」

　

か
つ
て
、新
十
津
川
町
誕
生
に

は
、十
津
川
村
で
起
き
た
明
治
22

年
の
大
水
害
が
大
き
く
関
係
し
て

い
る
こ
と
を
、私
た
ち
は
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。　

　

式
典
の
前
に
、新
十
津
川
神
社
と

出
雲
大
社
で
正
式
参
拝
を
行
い
、菊

水
公
園
で
開
村
記
念
碑
に
献
花
を

捧
げ
た
後
、あ
わ
せ
て
記
念
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、式
典
で
は
、献
花
の
後
、

町
民
代
表
に
よ
る
町
民
憲
章
朗
唱

が
あ
り
、続
い
て
多
田
北
海
道
副

知
事
が
書
簡
を
、窪
田
奈
良
県
副

知
事
が
移
住
当
時
の
告
諭（
５

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）を
読
み
上
げ
ま
し

た
。

　

植
田
新
十
津
川
町
長
が「
明
治

23
年
６
月
20
日
に
全
員
が
入
植
を

終
え
、十
津
川
郷
分
村
建
設
へ
と

力
強
い
開
拓
の
鍬
が
こ
の
大
地
に

振
り
お
ろ
さ
れ
た
こ
の
日
を
記
念

し
、町
民
挙
げ
て
先
人
の
労
苦
と

そ
の
偉
業
に
対
し
、感
謝
の
念
を

捧
げ
る
こ
と
は
誠
に
有
難
く
、意

義
深
い
も
の
で
す
。」と
式
辞
を
述

べ
ら
れ
、更
谷
十
津
川
村
長
が「
入

植
以
来
、不
屈
の
闘
志
と
精
神
力

で
原
野
を
切
り
開
き
、幾
多
の
困

難
を
乗
り
越
え
、そ
し
て
先
人
た

ち
の
努
力
と
、そ
の
意
志
を
受
け

継
ぎ
、お
互
い
に
励
ま
し
あ
い
町
づ

く
り
を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
の
不
断
の
努
力
に
対

し
て
、改
め
て
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
。」と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

毎
年
、６
月
20
日
に
行
わ
れ
て
い

趣意：　文久３年７月25日京都御所の
御守衛にあたっていた十津川郷士
に対し、朝廷からのお達しがあり、
「御紋章付き〈菱十〉」の組旗を用い
るようになった。それまで十津川
郷士は、「⊕」の組旗を用いていた
が、神武御東征のころから一貫して
尽くしてきた朝廷への忠勤に対し
て、特にご沙汰書によりこの紋章の
使用を許されたもので、十字の先
端は剣を形どっているといわれる。

　　　　明治22年８月、未曽有の豪雨
洪水に遭遇した十津川郷の被災者
が、朔北の地北海道に新天地を求
め、トック原野に新村建設以来、こ
の由緒ある母郷の組旗を、新十津
川の紋章として、広く愛用し受け継
がれてきたところであり、これを新
十津川町章として定めることが至
当である。

（新十津川町の条例から）

○新十津川町の町章

図１：移住ルート

十津川移民の海路

告諭を読み上げる奈良県副知事



生
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
で
も
語
り
継
が
れ
て
い
る「
ゆ

く
も
地
獄
、残
る
も
地
獄
」と
語
ら

れ
た
そ
の
言
葉
か
ら
、旅
立
ち
の

日
の
心
揺
れ
動
く
移
住
者
の
悲
痛

な
想
い
が
伺
え
ま
す
。

新
十
津
川
町
と
の
交
流

　

移
住
に
臨
ん
で
、第
１
回
目（
10

月
18
日
）の
出
発
前
に
、各
村
長
と

村
議
員
た
ち
は
、移
住
者
代
表
た

ち
と
会
議
を
開
き
、「
北
海
道
に
移

住
し
て
新
し
い
村
を
造
っ
て
も
、十

津
川
郷
と
は
幾
世
代
に
亘
っ
て
、そ

の
因
縁
を
保
ち
、由
緒
を
相
続
す

る
。
ま
た
、先
祖
代
々
伝
わ
る
十

津
川
郷
の
宝
物
、錦
の
御
旗
、詔

（
み
こ
と
の
り
）、由
緒
書
き
、等
は

将
来
に
亘
っ
て
お
互
い
の
共
有
物

と
し
十
津
川
郷
で
保
管
す
る
。」と

確
認
し
、誓
い
合
っ
た
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
で
も
、青
年
団
や
小
学
校
な

ど
各
種
団
体
が
新
十
津
川
町
と
深

く
交
流
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
ま

さ
に
先
人
た
ち
が
確
認
し
、誓
い

合
っ
た
も
の
が
先
祖
代
々
引
き
継

が
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、新
十
津
川
町
と
の

深
い
絆
や
交
流
が
あ
る
こ
と
を
、

幾
世
代
に
わ
た
っ
て
も
語
り
継
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

選
び
、４
回
に
分
け
延
べ
２
，６
６

７
人
が
移
住
し
ま
し
た（
移
住
ル
ー

ト
：
図
１
）。
現
在
、世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
る
熊
野
参
詣
道
小
辺

路
。
こ
の
小
辺
路
の
伯
母
子
峠（
大

字
杉
清
）で
は
、「
こ
れ
で
故
郷
の
見

納
め
」と
涙
を
惜
し
ん
で
、村
を
去
っ

た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
行
は
、十
津
川
郷
を
出
て
神
戸

に
、そ
こ
か
ら
汽
船
に
乗
船
し
て
小

樽
港
に
入
港
し
ま
し
た
。
小
樽
上

陸
後
、小
樽
か
ら
汽
車
で
札
幌
を

通
っ
て
市
来
知（
現
三
笠
市
）ま
で

行
き
、そ
こ
か
ら
空
知
太（
現
滝
川

市
）ま
で
約
50
㎞
の
道
を
徒
歩
で

移
動
、石
狩
川
対
岸
の
樺
戸
郡
徳

富
に
入
植
し
、新
十
津
川
村
を
誕

新
十
津
川
町
誕
生
の
経
緯

　

明
治
22
年（
１
８
８
９
年
）８

月
18
日
〜
20
日
、３
日
間
降
り
続

い
た
雨
は
、十
津
川
郷（
６
カ
村
：

北
十
津
川
村
・
十
津
川
花
園
村
・

中
十
津
川
村
・
西
十
津
川
村
・
東

十
津
川
村
・
南
十
津
川
村
）に
記

録
的
な
豪
雨
に
よ
る
大
水
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
災
害
で
、

死
者
１
６
８
人
、流
出
・
全
壊
家

屋
合
計
６
１
０
戸
、十
津
川
郷
全

体
の
約
70
％
に
及
ぶ
農
地
が
全
壊

ま
た
は
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
た

と
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
壊
滅
状
態
と
な
っ
た

十
津
川
郷
。
移
住
先
に
北
海
道
を

祝辞を述べる十津川村長

祝賀会で披露された武蔵踊り保存会の盆踊り

　わたしたちのまちは、十津川郷からの団体移
住によってひらかれ、たくましい開拓精神と団
結の力できずかれた由緒ある町です。
　わたしたちは、このまちの町民であることに誇
りをもち、たがいのしあわせと郷土の発展をね
がい、ここに町民憲章を定めます。

１　自然を愛し、緑の美しいまちにしましょう
１　心とからだをきたえ、健康で明るいまちに
　　しましょう
１　働くことに誇りをもち、ゆたかなまちにしま
　　しょう
１　きまりをよく守り、住みよいまちにしましょう
１　未来に夢をもち、子どものしあわせなまち
　　にしましょう

新十津川町民憲章

い
ち　

き　

し
り

そ
ら   

ち　

ぶ
と



5

吉野郡十津川郷北海道移住者
　今年８月の未曽有の豪雨で発生した災害で一夜に
して家、畑等の財産を失い、先祖代々守ってきた墓が
あるこの地を去って、新たな生活を切り拓くために北海
道へ移住することとなり、その心中は察するところがあ
ります。
　今回の災害は、何とも痛ましく堪えられない状況で
あったでしょう。
　また、被害状況を確認して将来のことを考えても　
川と山とが入れ替わったような被害の遭ったこの土地
のあり様では、農地も狭く、今後、ここで生活を再起する
ことは、非常に難しく、たとえ幾十年も苦労して復興を
行っても到底充分な発達を見込めることは、今の段階
で期待する事ができません。
　しかしながら、北海道は土地が広く、住民は多くはな
いが、農産が見込め、水産資源が豊富であり、加えて、
今後鉄道敷設が進む地域です。このように今後、発達
が見込める土地柄であるので瘠土を後にし、新天地北
海道の沃野を耕すことは本当に最善の良策であり、他
にこれ以上の案はないと思っています。
　さらに剛毅であり忍耐に長けるあなた達ですからそ
の辛さに堪えて幾多の苦難に耐え乗り越えることがで

きるでしょう。そして、今の苦しみから脱して幸福を得
ることができるのは疑いのないところです。　
　そもそもあなた達は、昔より勤王で名高い十津川郷
士であります。また、北海道は我が国の北方警備の重
要な要所であります。今、その地へ移住をするあなた
達が一団となって開拓を行うことは、自分たちの生活
の為だけでなく大いに国家の為になることであります。
実にこの志、行動は大変すばらしいことであります。
　そのようなことから今回、天皇陛下の特旨により就産
資金として金二千円もの恩賜をいただけたのでありま
す。天皇陛下の手厚い保護をいただけることに、感謝
申し上げる次第であります。
　移住後は、今回の移住の経緯を長く忘れることなく、
仕事を熱心に勤め、仕事に精を出して励み　あなた方
が十津川郷士の名声を下げることなく、また、国家を守
る武士のごとく尽くしていただき、政府の期待に応えて
いただくことを願っております。
　あなたたちの今後に、困難があることや努力が必要
なことは十分理解しておりますが、移住出発の別れで
あるが故に特にこれを申し上げます。
　　　　　　　明治二十二年十月
　　　　　　　　奈良縣知事　　

從三位勲二等子爵　　税所　篤

原 

文

訳 

文

告　諭

毎
年
６
月
20
日
に
新
十
津
川
町
開
町
記
念
式
典
で
読
ま
れ
て
い
る
告
諭
書
。

明
治
22
年
10
月
に
当
時
の
税
所
奈
良
県
知
事
が
移
住
者
に
あ
て
た
言
葉
で
す
。

そ
の
、原
文
と
訳
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
昔
よ
り
勤
王
で
名
高
い
十
津
川
郷
士
、こ
の
行
動
を
す
ば
ら
し
い
」と
評
価

よく  や

せき  ど
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●
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
内
に
事
業
が
終
わ
ら
な
い

た
め
、次
の
事
業
を
平
成
22
年
度
に
繰
り
越

し
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

（
一
般
会
計
）

※

移
動
通
信
用
鉄
塔
整
備
事
業

１
億
４
，４
０
０
万
円

※

携
帯
電
話
伝
送
路
整
備
事
業

１
億
８
，３
６
９
万
円

※

子
ど
も
手
当
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託

２
８
６
万
５
千
円

※

美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備

　

交
付
金
工
事　
　
　
　

３
，５
４
０
万
円

※

林
道
測
量
設
計
委
託　
　

６
０
０
万
円

※

県
単
林
道
改
良
、舗
装
工
事１

，６
０
１
万
円

※

条
件
不
利
森
林
公
的
整
備

緊
急
特
別
対
策
事
業　

１
，１
４
４
万
円

※
果
無
駐
車
場
整
備
工
事　

  

５
５
０
万
円

※

谷
瀬
駐
車
場
整
備
工
事

１
，３
０
０
万
円

※

谷
瀬
歩
道
工
事　
　
　
　

２
９
５
万
円

※

谷
瀬
公
衆
便
所
整
備
工
事　

４
１
０
万
円

※

村
道
開
設
、改
良
、舗
装
工
事

７
，５
６
０
万
円

※

道
路
改
良
測
量
設
計
委
託１

，３
２
０
万
円

※

道
路
防
災
点
検
委
託　
　
　

４
２
０
万
円

※

村
道
維
持
修
繕
工
事　
　
　

３
５
０
万
円

※

落
石
防
止
工
事　
　
　

５
０
８
万
２
千
円

※

土
捨
場
整
備
工
事　
　

１
，５
０
０
万
円

※

上
野
地
へ
リ
ポ
ー
ト
進
入
路
整
備
工
事

４
５
０
万
円

※

消
防
ポ
ン
プ
車
購
入
事
業３

，０
１
７
万
円

※

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

１
，１
０
０
万
円

※

救
急
車
購
入
事
業

４
，２
３
８
万
３
千
円

※

西
川
第
二
小
学
校
耐
震
補
強
工
事

設
計
委
託　
　
　
　
　
　

 

４
０
０
万
円

※

十
津
川
第
一
小
学
校
整
備
工
事

１
，５
６
５
万
円

※

統
合
中
学
校
敷
地
造
成
工
事

９
，９
９
８
万
６
千
円

※

果
無
集
落
道
開
設
工
事

２
，６
０
０
万
円

※

林
道
災
害
復
旧
工
事　

１
，３
５
０
万
円

※

道
路
災
害
復
旧
工
事　

１
，３
０
０
万
円

※

河
川
災
害
復
旧
工
事　

１
，０
０
０
万
円

（
十
津
川
村
国
民
健
康
保
険

診
療
所
事
業
特
別
会
計
）

※

医
師
住
宅
整
備
事
業　

３
，６
９
０
万
円

第
２
回
定
例
会

移動通信用鉄塔施設（川津地区）

　

平
成
22
年
十
津
川
村
議
会「
第
２
回
定
例
会
」が
６
月
14
日
、15

日
の
２
日
間
開
か
れ
、一
般
会
計
の
補
正
予
算
や
辺
地
総
合
計
画
の

制
定
、村
条
例
の
改
正
な
ど
、各
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、５
名
の
議
員
が
村
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
審
議
さ
れ
た
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。
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そ
の
他

●
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

　

財
産
の
無
償
貸
付
を
行
う
た
め
、議
会
の

議
決
を
求
め
ま
し
た
。

※

建
物
の
所
在
地
、種
別
、数
量

　

吉
野
郡
十
津
川
村
大
字
五
百
瀬
95
番
地

　

旧
校
舎　
　
　
　
　

木
造
２
階
建
１
棟

　
　
　
　
　
　
　

７
０
３
平
方
メ
ー
ト
ル

　

屋
内
運
動
場　
　
　

木
造
平
家
建
１
棟

　
　
　
　
　
　
　

１
９
５
平
方
メ
ー
ト
ル

　

教
職
員
宿
舎
１
号　

木
造
平
家
建
１
棟

　
　
　
　
　
　
　

55
平
方
メ
ー
ト
ル

　

教
職
員
宿
舎
３
、４
号
木
造
２
階
建
１
棟

　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル

　

教
職
員
宿
舎
５
、６
号
木
造
２
階
建
１
棟

　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル

※

貸
付
目
的

　

農
山
村
交
流
体
験
受
入
施
設
と
し
て
貸
付

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

育
児
や
介
護
を
行
う
職
員
に
対
す
る
早

出
遅
出
勤
務
及
び
深
夜
勤
務
、時
間
外
勤
務

の
制
限
に
つ
い
て
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

●
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

消
防
法
の
改
正
に
伴
い
、村
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

療
育
手
帳
の
等
級
区
分
の
一
部
が
細
分
化

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、十
津
川
村
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。

●
十
津
川
村
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
十
津
川
中
学
校
が

開
校
す
る
た
め
、十
津
川
村
立
学
校
の
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
０
５
万
６

千
円
を
追
加
し
、総
額
63
億
４
，９
０
５
万

６
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
出
予
算
の
内
訳
の
補
正
を
行
い
ま
し

た
。

●
十
津
川
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，５
１
７
万
２
千

円
を
追
加
し
、総
額
２
億
１
，９
８
３
万
６

千
円
と
し
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
98
万
円
を
追
加
し
、

総
額
５
億
３
，１
８
７
万
５
千
円
と
し
ま
し

た
。条

例
●
十
津
川
村
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
れ
ま
で
の
議
員
定
数
12
人
を
次
の
一
般

選
挙
か
ら
10
人
に
削
減
す
る
た
め
、条
例
の

※

貸
付
の
相
手
方

　

神
納
川
農
山
村
交
流
体
験
協
議
会

　
　
　
　
　

会
長　

阪
口　

泰
行

●
辺
地
対
策
事
業
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

上
湯
川
地
区
及
び
大
野
地
区
に
携
帯
電

話
の
基
地
局
を
整
備
す
る
た
め
、辺
地
対
策

事
業
債
を
財
源
と
す
る
辺
地
対
策
事
業
総

合
整
備
計
画
の
承
認
を
議
会
に
求
め
ま
し

た
。

●
バ
ス
の
購
入
に
つ
い
て

　

バ
ス
の
購
入
を
行
う
た
め
、議
会
の
議
決

を
求
め
ま
し
た
。

※

車　

名　

日
野
自
動
車
㈱　

　

リ
エ
ッ
セ　

デ
ラ
ッ
ク
ス（
29
人
乗
り
）

※

台　

数　

１
台

※

購
入
予
定
価
格　

１
，１
７
６
万
円

※

契
約
の
相
手
方　

奈
良
日
野
自
動
車
㈱

永年在職議員の表彰

　このたび、平岡利通議員が、15年の永
年在職議員の表彰を受けられました。
また、3月29日には県議長会会長表彰
を受賞されました。平岡議員は長年、十
津川村のためにご尽力されてきました。
これからも、村のためにがんばってくださ
い。
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を
今
後
、ホ
テ
ル
側
で
設
備
投
資
を
し
、お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
瞬
時
に
対
応
し
て
、施
設

の
魅
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

三
つ
め
は
、ホ
テ
ル
の
魅
力
の
根
幹
を
な

す
料
理
や
従
業
員
の
お
も
て
な
し
の
心
を
従

業
員
約
50
名
が
一
丸
と
な
っ
て
研
修
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、ホ
テ
ル
経
営
を
圧
迫
し
て

い
る
村
へ
の
１
千
７
百
万
円
の
施
設
使
用
料

を
５
年
間
、猶
予
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。
経
営
診
断
の
結
果
で
は
、全
国
的
に
ホ

テ
ル
昴
の
よ
う
な
第
三
セ
ク
タ
ー
の
会
社
の

ほ
と
ん
ど
が
施
設
使
用
料
を
免
除
さ
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
施
設
使
用
料
を
猶
予
し

て
い
た
だ
い
た
場
合
、５
年
間
は
税
法
上
の
優

遇
措
置
を
活
か
し
、今
ま
で
の
累
積
し
た
債
務

の
対
象
に
充
当
さ
せ
、ホ
テ
ル
昴
の
体
質
改
善

を
図
り
た
い
。
税
の
優
遇
措
置
が
終
わ
り
次

第
、節
税
と
い
う
観
点
か
ら
そ
の
黒
字
幅
を
施

設
使
用
料
と
し
て
村
に
支
払
う
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、ホ
テ
ル
昴
の
設
立
意
義

や
村
に
与
え
る
そ
の
影
響
度
を
考
え
、検
討

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
質
問
　
村
で
空
き
家
調
査
を
行
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、今
後
の
対
策
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

▼
答
弁　

今
年
１
月
に
空
き
家
調
査
を
行

い
、22
大
字
か
ら
１
０
４
件
、う
ち
20
件
が

と
が
先
決
で
す
。
取
り
壊
し
の
時
期
な
ど

は
、そ
の
あ
た
り
も
配
慮
し
な
が
ら
考
え
て

い
き
ま
す
。

▼
質
問
　
十
津
川
観
光
開
発
㈱
の
今
後
の

経
営
お
よ
び
経
営
改
善
計
画
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

▼
答
弁　

十
津
川
観
光
開
発
の「
昴
の
郷
事

業
」は
、雇
用
機
会
の
増
加
や
地
元
産
品
の

活
用
な
ど
地
域
へ
の
直
接
的
貢
献
に
加
え
、

多
く
の
村
民
の
公
益
的
機
能
、高
い
公
共
性

を
持
つ
事
業
で
、村
と
し
て
も
存
続
し
て
い

く
と
い
う
基
本
姿
勢
で
す
。

　

昴
の
郷
の
過
去
の
年
間
入
り
込
み
客
数
の

平
均
は
、年
間
約
５
％
ず
つ
減
少
し
て
い
ま

す
が
、宿
泊
人
員
を
経
営
努
力
で
現
状
の
１

万
２
千
人
を
確
保
す
る
こ
と
を
前
提
に
経

営
改
善
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
改
善
計

画
の
要
因
と
し
て
、次
の
大
き
な
３
点
を
掲

げ
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　

一
つ
め
は
、食
材
の
原
価
率
や
人
件
費
率

を
十
分
に
見
直
し
増
収
を
見
込
み
ま
す
。

　

二
つ
め
は
、維
持
修
繕
費
の
約
５
百
万
円

▼
質
問
　
耐
震
強
度
の
な
い
統
合
後
の
上
野

地
小
学
校
・
二
村
小
学
校
の
校
舎
の
う
ち
、

上
野
地
小
学
校
は
五
條
土
木
事
務
所
移
転

の
た
め
取
り
壊
さ
れ
ま
す
が
、二
村
小
学
校

や
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
に
移
る
西
川
第
一
小
学
校

と
平
谷
小
学
校
の
校
舎
は
ど
の
よ
う
に
お
考

え
な
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

▼
答
弁　

上
野
地
小
学
校
は
、五
條
土
木
事

務
所
の
工
務
第
二
課
の
移
転
用
地
に
利
用
さ

れ
る
た
め
、取
り
壊
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、二
村
小
学
校
も
耐
震
検
査
の

結
果
、補
強
し
て
も
使
え
ま
せ
ん
の
で
、い
ず

れ
は
取
り
壊
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、今
の
と
こ
ろ
取
り
壊
し
の
時
期

な
ど
は
、未
定
で
す
。

　

ま
た
、南
部
の
平
谷
小
学
校
・
西
川
第
一

小
学
校
も
耐
震
検
査
で
は
、補
強
し
て
も
使

え
な
い
と
い
う
診
断
結
果
で
し
た
の
で
、現

在
、プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
建
て
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
い
ず
れ
は
、両
校
舎
と
も
取
り
壊
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
ま
す
が
、

南
部
の
３
小
学
校
に
つ
い
て
は
、統
合
に
向

け
て
の
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ

借
家
可
能
ま
た
は
売
却
希
望
、残
り
の
84
件

は
不
明
と
い
う
結
果
を
得
ま
し
た
。
今
回

は
総
代
さ
ん
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
し
た

が
、今
年
度
は
回
答
の
あ
っ
た
空
き
家
の
実

地
調
査
や
持
ち
主
に
直
接
照
会
す
る
な
ど
、

よ
り
詳
し
い
状
況
を
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー
ン

の
受
入
施
設
、ま
た
田
舎
暮
ら
し
を
希
望
す

る
方
へ
の
情
報
提
供
で
、定
住
人
口
を
増
や

す
こ
と
が
目
的
で
す
。
村
に
お
墓
が
あ
る
た

め
、盆
や
正
月
に
帰
っ
て
き
て
も
住
む
と
こ
ろ

が
な
い
か
ら
貸
せ
な
い
と
い
う
話
が
あ
り
ま

す
が
、地
域
の
支
え
合
い
に
は
、定
住
人
口
を

増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、働
く
場
所
や
空
き
家
の
活
用
を
一
体
に

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
質
問
　
五
條
消
防
へ
の
消
防
業
務
委
託
に

つ
い
て
、業
務
運
用
開
始
時
期
が
早
ま
る
と

聞
き
ま
し
た
が
、そ
の
理
由
を
お
伺
い
し
ま

す
。
ま
た
、職
員
の
採
用
時
期
や
人
数
、十

津
川
分
署
の
整
備
時
期
と
建
設
候
補
地
域

に
つ
い
て
も
お
伺
い
し
ま
す
。

▼
答
弁　

五
條
消
防
へ
消
防
業
務
を
委
託

す
る
最
大
の
要
因
は
、救
急
救
命
士
に
よ
る

救
急
業
務
対
応
で
す
。
そ
の
こ
と
が
村
民
の

安
心
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、村
が
切

望
し
て
い
る
県
派
遣
の
診
療
所
医
師
２
名
体

制
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

第
１
段
階
と
し
て
、大
塔
分
署
を
拡
充
し

　

定
例
会
の
15
日
に
は
、小
山
手
議
員
、栗
栖
議
員
、古
田
議
員
、中
嶋
議
員
、

玉
置
議
員
の
５
名
が
村
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
質
問
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だ
な
、と
い
う
学
校
づ
く
り
を
み
な
さ
ま
と

知
恵
を
集
め
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

あ
ま
り
時
間
を
か
け
て
い
る
と
子
ど
も
た

ち
が
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
い
つ

も
頭
に
お
い
て
い
ま
す
。
少
し
時
間
が
か

か
っ
て
い
ま
す
が
、自
分
の
子
ど
も
を
通
わ
せ

た
い
学
校
を
つ
く
っ
て
い
く
、そ
ん
な
ニ
ー
ズ

も
大
事
に
す
る
取
り
組
み
を
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
質
問　

学
校
や
高
森
の
郷
の
給
食
に
十

津
川
産
の
米
な
ど
を
使
用
で
き
な
い
か
お
伺

い
し
ま
す
。

▼
答
弁　

十
津
川
村
の
米
の
生
産
農
家
は
約

１
０
０
戸
、平
均
作
付
面
積
は
13
ア
ー
ル
と

小
規
模
で
、自
家
消
費
用
と
し
て
多
品
種
の

米
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
、自
家

消
費
用
と
し
て
米
を
生
産
し
て
い
る
た
め
、品

質
や
規
格
が
統
一
で
き
な
い
こ
と
、出
荷
や
販

売
を
調
整
す
る
組
織
が
な
い
こ
と
が
地
産
地

消
を
行
う
上
で
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
で
は
、奈
良
県
の
学
校
給
食
会

を
通
じ
て
、年
間
５
，５
０
０
キ
ロ
の
米
を
安

定
的
に
届
け
て
も
ら
う
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。
地
元
の
米
を
学
校
給
食
に
使
う
こ
と

で
、児
童
生
徒
だ
け
で
な
く
生
産
す
る
農
家

の
方
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
、そ
れ
が
子
ど
も

た
ち
へ
の
良
い
教
育
に
も
な
り
ま
す
。
地
元

の
米
を
使
用
す
る
た
め
に
は
、安
定
的
に
供

き
る
こ
と
が
最
適
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

候
補
地
が
決
ま
り
次
第
、９
月
議
会
で
施
設

の
設
計
業
務
の
補
正
を
お
願
い
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

▼
質
問　

南
部
３
小
学
校
の
統
合
に
つ
い

て
、保
護
者
や
地
元
と
の
協
議
の
今
後
の
予

定
を
お
伺
い
し
ま
す
。

▼
答
弁　

南
部
３
小
学
校
の
統
合
は
、あ
く

ま
で
も
３
つ
の
小
学
校
の
統
合
と
い
う
方
向

を
大
事
に
し
な
が
ら
、平
成
24
年
の
中
学
校

が
統
合
す
る
ま
で
に
、ど
こ
に
す
る
の
か
と
い

う
結
論
を
出
し
て
い
く
と
議
会
で
約
束
を
し

て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
、十
分
時
間
を
取
り
な
が
ら
、ま

ず
児
童
の
保
護
者
と
、次
に
未
就
学
の
お
子

さ
ま
を
お
持
ち
の
保
護
者
と
話
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、地
域
の
み
な
さ
ま
方
と
も

話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
話
し
合
い
の
場
で
は
、３
校
区

の
関
係
者
が
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
お
互

い
に
意
見
を
交
わ
し
合
い
な
が
ら
、理
想
的

な
学
校
づ
く
り
に
知
恵
を
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、学
校
統
合
推
進
特
別

委
員
会
の
み
な
さ
ま
方
の
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、学
校
づ
く
り
は
地
域
の
た
め
の
大
き

な
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
歴
史
と
文
化

の
あ
る
、自
然
を
生
か
し
た
さ
す
が
十
津
川

た
村
北
部
の
業
務
運
用
開
始
が
平
成
23
年

４
月
１
日
、十
津
川
分
署
を
整
備
し
た
第
２

段
階
の
全
地
域
の
業
務
運
用
開
始
が
平
成
25

年
１
月
１
日
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、村

民
の
安
心
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
と
、県
派

遣
医
師
の
２
名
確
保
を
で
き
る
だ
け
早
く
実

現
す
る
た
め
、五
條
市
に
早
期
の
業
務
運
用

を
お
願
い
し
た
い
旨
の
要
望
書
を
松
實
議
長

と
共
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

結
果
、運
用
開
始
時
期
が
、第
１
段
階
は
、

早
け
れ
ば
今
年
12
月
１
日
に
大
塔
分
署
を

核
と
し
た
村
北
部（
中
野
村
区
、神
納
川
区
、

二
村
区
）で
消
防
救
急
体
制
の
対
応
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、第
２
段
階

は
、十
津
川
分
署
に
勤
務
す
る
職
員
の
業
務

対
応
に
な
り
ま
す
が
、早
け
れ
ば
平
成
24
年

の
１
月
ご
ろ
の
業
務
開
始
に
な
り
ま
す
。
当

初
、来
年
４
月
に
８
名
、平
成
24
年
４
月
に

８
名
、計
16
名
の
消
防
職
員
を
採
用
す
る
予

定
で
し
た
が
、こ
れ
に
よ
り
平
成
23
年
度
に

16
名
を
す
べ
て
採
用
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
た
だ
、こ
の
業
務
開
始
に
つ
い
て
は
、十

津
川
分
署
の
整
備
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

　

十
津
川
分
署
の
建
設
候
補
地
は
、現
在
調

査
中
で
す
が
、、平
成
24
年
１
月
に
業
務
を
開

始
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、そ
れ
ま
で
に
十
津

川
分
署
の
整
備
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
よ
り
先
に
村
北
部
の
二
村
区
ま
で

を
大
塔
分
署
で
対
応
し
ま
す
の
で
、あ
と
の

南
部
四
区
の
中
心
地
域
で
、こ
の
分
署
が
で

給
で
き
る
体
制
を
ど
う
作
る
か
と
い
っ
た
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、い
ろ
い
ろ
な
知
恵

を
出
し
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
質
問　

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

▼
答
弁　

助
成
制
度
と
し
て
、村
民
に
対
す

る
防
除
施
設
へ
の
補
助
と
駆
除
員
が
捕
獲
し

た
鳥
獣
に
対
す
る
捕
獲
奨
励
金
、駆
除
員
へ

の
出
動
手
当
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

防
除
施
設
に
つ
い
て
は
、電
気
柵
の
効
果

が
高
く
、今
後
も
推
奨
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、今
年
度
は
、有
害
鳥
獣

駆
除
連
絡
協
議
会
に
よ
る
サ
ル
追
い
犬
の
育

成
モ
デ
ル
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、鹿
の
被
害
が
一
番
大
き
く
、奈
良
県

の
計
画
に
よ
る
と
十
津
川
村
で
年
間
１
，８

７
２
頭
の
鹿
を
捕
獲
す
る
と
、適
正
な
頭
数

に
な
る
と
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

狩
猟
者
も
高
齢
化
が
進
み
、平
成
21
年
度

の
狩
猟
者
登
録
数
は
１
１
３
名
で
、65
歳
以

上
の
方
が
63
名
で
す
。
登
録
者
を
捕
獲
方

法
別
に
分
け
る
と
、銃
猟
が
81
名
、わ
な
猟

の
み
が
32
名
で
す
。

　

鳥
獣
害
は
全
国
的
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る

ぐ
ら
い
重
大
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

で
き
る
限
り
予
算
を
投
入
し
、捕
獲
に
関
す

る
規
制
を
緩
め
る
よ
う
に
働
き
か
け
、地
域

の
人
た
ち
が
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
仕
組

み
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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　村内の各子ども会から約190人の子どもたちが湯之原
の体育文化センターに集まり、第33回子ども会大会が行
われました。
　選手宣誓では、平谷小学校の中泉光稀くんと藤村真子
さんが、「みんなで楽しく最後までプレイします。」と宣誓
し、赤、青、黄、白の４チームに分かれ、ユニークな競技で
競い合っていました。
　日ごろ顔を合わさない子どもたちも、競技後半には打ち
解け合い、和気あいあいと一日を過ごしました。この日、
体育文化センターには活気あるにぎやかな声が響き渡っ
ていました。

第33回子ども会大会
活気あるにぎやかな声が

　

６
月
５
日（
土
）、青
年
団
が
那
知
合
か
ら
平
谷
ま

で
の
道
沿
い
に
あ
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
磨
き
ま
し
た
。

こ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
磨
き
は
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
以
外
に
も
村
の
こ
と
を
知
る
と
い
う
目

的
も
あ
り
、毎
年
ど
の
道
を
き
れ
い
に
す
る
か
、青
年

団
で
決
め
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、青
年
団
員
11
人
が
参
加
し
、軽
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
や
は
し
ご
を
使
い
、道
沿
い
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や

標
識
な
ど
約
50
個
を
磨
き
ま
し
た
。
青
年
団
員
の
中

路
さ
ん
は
、「
磨
い
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
で
、み
な
さ
ん
に

安
全
に
気
持
ち
よ
く
走
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で

す
。」と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

心
も
鏡
も
ピ
ッ
カ
ピ
カ

青
年
団
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
磨
き

　

５
月
22
日（
土
）か
ら
31
日（
月
）に
か
け
て
、道
の
駅

十
津
川
郷
地
下
１
階
の
む
か
し
館
で「
染
め
と
編
み
の

ア
ー
ト
展
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ー
ト
展
に
は
、村
の
草
木
を
染
料
に
し
て
、染

め
に
取
り
組
ん
で
い
る
野
地
圭
美
さ
ん（
大
字
込
之

上
）と
、ニ
ッ
ト
作
家
の
飯
田
淳
子
さ
ん（
大
字
大
野
）

が
、「
昔
を
し
の
ぶ
今
の
手
仕
事
」を
テ
ー
マ
に
し
た
染

め
物
と
編
み
物
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

村
外
か
ら
訪
れ
た
人
も
多
く
、古
く
て
新
し
い
手
仕
事

の
作
品
を
、楽
し
ん
で
見
学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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６
月
６
日（
日
）に
西
川
第
一
小
学
校
で
、13
日（
日
）

に
平
谷
小
学
校
で
春
季
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

耐
震
の
関
係
で
校
舎
が
移
る
た
め
、こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
る
運
動
会
も
今
回
で
最
後
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
中
、参
加
し

た
み
な
さ
ん
は
昔
を
思
い
出
し
な
が
ら
、工
夫
を
凝
ら

し
た
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

13
日
は
、あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、思
い
出
が
残
る
校
舎
、グ
ラ

ウ
ン
ド
へ
の
別
れ
を
惜
し
み
、大
い
に
盛
り
上
が
り
、最

後
の
運
動
会
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

思
い
出
残
る

　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

西
川
第
一・
平
谷
小
学
校
運
動
会

　６月７日（月）、出谷の川原でアユ釣り教室が行わ
れました。
　このアユ釣り教室は、総合学習の一環として行わ
れ、西川第二小学校の生徒と出谷幼児教室の幼児
が、伝統漁法アユの友釣りを体験しました。地元の
方の指導を受けて、少しずつ上達していく子どもた
ち。一人で５匹釣った子どももいました。
　釣ったアユは川原で焼いて、みんなで食べました。
苦労して自分で釣ったアユは、いつも食べるアユと
は違って、より一層おいしく感じたことでしょう。

アユ釣り教室

アユを釣るって
　　　 むずかしい

　
　６月７日（月）、奈良県庁で行われた源泉かけ流し全国温泉
サミットの記者発表で、村のマスコットキャラクター「郷士くん」
の着ぐるみが初お披露目されました。
　このマスコットキャラクター「郷士くん」は、大字平谷出身の
上平　卓さんに原案を考えてもらい、心身再生の郷づくり実行
委員会（委員長　田花敏郎）で決定しました。
　「郷士くん」は、十津川郷士をイメージして作られ、着ぐるみ
は全長190センチ、村を広くアピールするために、親しみやす
いキャラクターにしました。
　すでに村内外でのイベント参加が多数予定されています。
郷士くんの今後の活躍にご期待ください。

マスコットキャラクター
　郷士くん着ぐるみお披露目

村をアピール

西川第一小学校運動会

平谷小学校運動会
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　６月14日（月）、島根県隠岐の島町の「中沼了三顕彰会」の３名
が十津川高校を訪れ、十津川高校の同窓会員や生徒、職員31名と
共に桜とサカキの苗木を記念植樹しました。
　十津川高校の前身「文武館」が隠岐の島町出身の中沼了三氏に
より開館されたことから、十津川高校が平成17年から毎年、修学旅
行で隠岐の島町を訪れたり、昨年度は同窓会員17名が隠岐の島
町を訪れたりして、ナギの苗木を植樹するなど、交流を深めていま
す。
　今回は、島根県の天然記念物に指定されている「世間桜（よのな
かざくら）」を実生から育てた苗木と隠岐の島町に自生するサカキ
の苗木を十津川高校創立150周年に向けて、記念植樹しました。

　　　中沼了三顕彰会との記念植樹
隠岐の島町と交流を深める

　

６
月
12
日（
土
）、13
日（
日
）に「
語
り
部
と
歩
く　

熊
野
古
道
小
辺
路　

リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」が
行
わ
れ
、

24
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
回（
５
月
８
日
、９
日
）の
続
き
で
、初
日
は
、大
字

五
百
瀬
の
三
浦
口
を
午
前
11
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、吉
村

家
の
屋
敷
跡
や
出
店
跡
を
通
り
、午
後
４
時
30
分
頃
に

大
字
西
中
の
矢
倉
集
落
へ
。
翌
日
は
、雨
天
の
中
、昴

の
郷
を
午
前
７
時
に
出
発
し
、果
無
集
落
を
通
り
、本

宮
大
社
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

前
回
も
今
回
も
参
加
さ
れ
、全
て
の
行
程
を
踏
破
さ

れ
た
方
に
は
、小
辺
路
広
域
実
行
委
員
会
か
ら
完
歩

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
は
、「
世
界
遺

産
の
古
道
や
大
自
然
に
親
し
め
た
。」と
喜
ん
で
い
ま

し
た
。 世

界
遺
産
を

　
　
　
よ
り
身
近
に

小
辺
路
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク

　

６
月
15
日（
火
）、出
谷
幼
児
教
室
の
幼
児
が
み
ど

り
保
育
所
を
訪
れ
、み
ど
り
保
育
所
の
園
児
と
交
流
し

ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、「
カ
プ
ラ
」と
い
う
遊
具
を
使
っ
て
、ま
た

午
後
か
ら
は
、バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
し
て
楽
し
く
遊
び

ま
し
た
。「
カ
プ
ラ
」と
は
、同
じ
大
き
さ
、形
を
し
た
細

長
い
白
木
の
板
で
、こ
れ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
い

ろ
ん
な
も
の
が
作
り
出
せ
る
と
い
う
、想
像
力
を
豊
か

に
す
る
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
遊
具
で
す
。

　

最
初
は
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
み
ん
な
と

遊
ぶ
う
ち
に
徐
々
に
打
ち
解
け
、み
ん
な
仲
良
く
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
し
い
友
達
と
一
緒
に

　
　
　
出
谷
幼
児
教
室
の
交
流
保
育



13

「
要
件
に
該
当
し
た
日
の
翌
月
分
」

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※

８
月
〜
11
月
分
が
支
給
さ
れ
る

の
は
12
月
で
す
。

●
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、「
申
請
の

翌
月
分
」か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す

の
で
、福
祉
事
務
所
に
早
め
に
お
問

い
合
わ
せ
の
上
、11
月
30
日
ま
で
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
に
必
要
な
も
の
は
？

　

申
請
に
は
、受
給
資
格
者
及
び
該

当
す
る
子
ど
も
の
戸
籍
謄
本（
抄
本
）

や
住
民
票
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
事
務
所

　

電
話 

０
７
４
６―

６
２―

０
９
０
２

●
児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給　
　
　

４
１
，７
２
０
円

一
部
支
給

９
，８
５
０
円
〜
４
１
，７
１
０
円

●
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

２
人
目　
　
　
　
　

５
，０
０
０
円

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き 

 

３
，０
０
０
円

父
子
家
庭
の
方
が
児
童
扶
養
手

当
を
受
け
取
る
た
め
に
は
？

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
取
る
た
め

に
は
、申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
の
時
期
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
す
で
に
父
子
家
庭
と
し
て
の
支
給

要
件
に
該
当
し
て
い
る
方
は
、８
月

１
日
よ
り
前
で
も
申
請
が
で
き
ま

す
。（
申
請
受
付
開
始
日
に
つ
い
て

は
、福
祉
事
務
所
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。）

●
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
い
た
だ
く

と
、次
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

・
７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に

該
当
し
て
い
る
方
↓
11
月
30
日
ま

で
に
申
請
を
す
れ
ば
、「
８
月
分
」

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
８
月
１
日
以
降
、11
月
30
日
ま

で
に
支
給
要
件
に
該
当
し
た
方
↓

11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
す
れ
ば
、

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
母
が
一
定
程
度
の
障
害
の
状
態
に

あ
る
子
ど
も

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

⑤
そ
の
他（
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し

て
い
る
子
ど
も
、母
が
１
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
、母
が
婚
姻
に

よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
子
ど
も
な
ど
）

手
当
額（
月
額
）は
？

　

受
給
資
格
者（
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
や
母
な
ど
）が
監
護
・
養
育
す
る

子
ど
も
の
数
や
受
給
資
格
者
の
所
得

な
ど
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、父
ま
た
は

母
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
な
い
子

ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭（
ひ
と
り

親
家
庭
）の
生
活
の
安
定
と
自
立
の

促
進
に
貢
献
し
、子
ど
も
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

父
子
家
庭
の
支
給
要
件
は
？

　

次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
子
ど
も
で
、父
が
そ
の
子
ど
も

を
監
護
し
、か
つ
、生
計
を
と
も
に
し

て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

８月１日から、父子家庭のみなさんにも
児童扶養手当が支給されます！

（８月～11月分の手当の支給は、12月となります。）

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、８
月
１
日
か
ら
父
子

家
庭
の
父
に
も
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、11
月
30
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に
福

祉
事
務
所
へ
申
請（
認
定
請
求
）手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
手
続
き
が
遅
れ

る
と
、申
請
の
翌
月
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。）
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子
ど
も
演
芸
大
会
の

　
　
　
　
　
参
加
者
を
募
集

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
！

第
30
回
十
津
川
村
文
化
祭
の

　
　
　        

参
加
者
を
募
集

インフォメーション

上野地診療所

小原診療所

中川医院

8月

1 8 1511

7月

2518

　

８
月
21
日（
土
）、昴
の
郷
多
目
的
広
場
で

第
12
回
ふ
れ
あ
い
物
語
を
行
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、子
ど
も
た
ち
が
日
ご
ろ
練
習
し
て
い
る

歌
や
踊
り
、演
奏
な
ど
を
発
表
す
る「
子
ど
も

演
芸
大
会
」を
行
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、村
づ
く
り
推
進
課
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
親
子
、子
ど
も
を
含
め
た
グ
ル
ー

プ
、大
人
の
方
だ
け
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
団
体
名
、住
所
、氏
名
、演
目

な
ど
を
記
入
の
上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

８
月
11
日（
水
）ま
で

※

申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
、子
ど
も
を
含

め
た
グ
ル
ー
プ
を
優
先
し
て
選
ん
だ
後
、抽

選
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先
お
よ
び
お
問
い
合
わ
せ

　

村
づ
く
り
推
進
課

　
　

☎　

０
７
４
６（
62
）０
０
０
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
６（
62
）０
２
１
０

　

自
衛
隊
で
は
、自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し

ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、自
衛
隊
五
條
地
域

事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

▼
受
付
期
間

　

８
月
１
日（
日
）〜
９
月
10
日（
金
）

▼
試
験
日
時

　

９
月
15
日（
水
）〜
26
日（
日
）の
間
で
１
日

▼
合
格
発
表

　

試
験
終
了
後
、後
日
通
知
し
ま
す
。

▼
入
　
隊

　

平
成
23
年
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬

▼
任
　
期

・
一
任
期　

陸
：
２
年　

海
・
空
：
３
年

　
（
教
育
期
間
３
カ
月
を
含
む
）

・
二
任
期
目
以
降
は
、２
年
で
一
任
期

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
五
條
地
域
事
務
所

　
　

☎
０
７
４
７（
22
）３
７
８
９

　

11
月
１
日（
月
）か
ら
３
日（
水
）に
か
け

て
、湯
之
原
の
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
う

第
30
回
十
津
川
村
文
化
祭
へ
の
参
加
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

は
が
き
、ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

　
・
参
加
団
体
名
、代
表
者
名
、連
絡
先
、

　

  

参
加
部
門（
舞
台
、展
示
、バ
ザ
ー
）

　

を
記
入
の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間
　（
期
間
厳
守
）　

　

８
月
31
日（
火
）ま
で

▼
申
込
先
お
よ
び
お
問
い
合
わ
せ

　

〒
６
３
７‐

１
３
３
３

　
　

十
津
川
村
小
原
２
２
５‐

１

　
　
　

十
津
川
村
教
育
委
員
会
事
務
局
内

　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
祭
実
行
委
員
会

　
　

☎　

０
７
４
６（
62
）０
０
６
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
６（
62
）０
５
２
２

※

第
30
回
十
津
川
村
文
化
祭
の
テ
ー
マ
が『
観

じ
る
十
津
川　

文
化
の
村
』に
決
定
し
ま
し

た
。
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☎62-0001(代表)
☎050-5004-6720
☎050-5004-6721
☎050-5004-6722

☎62-0001
☎62-0002
☎62-0003
☎62-0004
☎62-0005
☎62-0900
☎62-0901
☎62-0902
☎62-0903
☎62-0904
☎62-0905
☎62-0906
☎62-0907
☎62-0067
☎63-0391
☎63-0291
☎63-0040
☎68-0207
☎62-0567
☎63-0003
☎63-0200
☎62-0090
☎62-0400
☎64-1100
☎62-0137
☎63-0067
☎64-0762
☎64-0666
☎63-0110
☎68-0336
☎64-1600
☎68-0017
☎64-0301
☎62-0132

役場
役場IP電話

　　総務課 
　　議会事務局
　　教育委員会
　　村づくり推進課
　　農林課
　　住民課
 
　　福祉事務所
　　財政課
　　建設課

　　出納室
　　生活環境課
教育委員会
衛生センター
し尿処理場
小原診療所
上野地診療所
森林館(古ﾙ野)
道の駅十津川郷
観光協会
泉湯
滝の湯
庵の湯
歴史民俗資料館
体育文化センター
温泉プール
社会福祉協議会
十津川警察署
五條土木上野地
高森の郷
北部保健センター
森林組合
商工会

　１０月６日（水）に、弁護士による無料法律相談を行います。無
料法律相談を希望される方は、７月３０日（金）までに総務課まで
ご連絡ください。
　なお、実施場所は法律相談を希望する奈良県の市町村の中か
ら、抽選で決定されますので、決定次第、相談希望者に通知しま
す。相談時間は、午後１時から午後４時までで、1人３０分程度で
す。

総務課　☎０７４６－６２－０００１

弁護士過疎地一斉法律相談弁護士過疎地一斉法律相談
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税
関
で
保
管
し
て
い
る

　
　
　
通
貨・証
券
類
の
返
還
請
求

『
十
津
川
中
学
校
』

　
　
　
　
校
章
デ
ザ
イ
ン
の
募
集

　

終
戦
当
時
に
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き

た
方
が
、上
陸
地
の
税
関
や
海
運
局
な
ど
に

預
け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
大
阪
税
関
で

保
管
し
、本
人
や
家
族
の
方
に
お
返
し
し
て

い
ま
す
。

▼
保
管
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
類

　

大
阪
税
関
の
保
管
す
る
通
貨
・
証
券
類

は
、舞
鶴
港
及
び
田
辺
港
に
引
き
揚
げ
て
き

た
方
か
ら
預
か
っ
た
も
の
で
す
。

○
通
　
貨

　

旧
日
本
銀
行
券
、朝
鮮
銀
行
券
、

　

台
湾
銀
行
券
、満
州
中
央
銀
行
券
な
ど

○
証
券
類

　

支
那
事
変
国
債
、大
東
亜
戦
争
国
債
、

　

郵
便
貯
金
通
帳
、定
期
預
金
通
帳
な
ど

▼
返
還
に
関
す
る
照
会
先

　

大
阪
税
関
監
視
部
総
括
部
門
ま
た
は

　

最
寄
り
の
税
関
支
署
・
支
署
出
張
所

▼
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
土
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

大
阪
税
関　

監
視
部　

取
締
総
括
部
門

　

〒
５
５
２‐

０
０
２
２

　
　

大
阪
市
港
区
海
岸
通
２‐

１‐

４

　
　

☎
０
６（
６
５
７
６
）３
１
１
５

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.custom

s.go.jp/osaka/
※

本
人
だ
け
で
な
く
、家
族
の
方
も
問
い
合

　

わ
せ
や
返
還
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

十
津
川
村
の
４
つ
の
中
学
校（
上
野
地
、小

原
、折
立
、西
川
）が
、平
成
24
年
４
月
に
統

合
し
て『
十
津
川
中
学
校
』と
な
り
、新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

現
在
、中
学
校
統
合
準
備
委
員
会
を
設
置

し
て
、開
校
に
向
け
て
の
い
ろ
い
ろ
な
事
項
に

つ
い
て
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
が
、そ
の
ひ
と

つ
と
し
て
、新
し
い
中
学
校
の
校
章
デ
ザ
イ

ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
対
象　

　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

▼
応
募
期
間

　

９
月
30
日（
木
）ま
で

　
　
（
郵
送
の
場
合
は
、当
日
消
印
有
効
）

▼
応
募
用
紙

○
応
募
用
紙
は
、白
地
の
Ａ
４
用
紙
を
横
向

き
に
使
用
し
、中
央
に
校
章
を
描
い
て
く

だ
さ
い
。
必
ず
色
鉛
筆
な
ど
で
色
を
塗
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
応
募
用
紙
の
裏
面
に「
デ
ザ
イ
ン
の
説
明

（
意
味
、何
を
も
と
に
し
て
描
い
た
か
な

ど
）、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
」を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

○
１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

▼
応
募
先

〒
６
３
７‐

１
３
３
３

　
　

十
津
川
村
小
原
２
２
５‐

１

　
　
　

十
津
川
村
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
統
合
推
進
室

▼
応
募
方
法　

郵
送
ま
た
は
持
参

▼
デ
ザ
イ
ン
の
決
定
時
期

　

11
月
末
予
定

▼
表
　
彰

　

・
最
優
秀
作
品　
　

１
点

　

・
優
秀
作
品　
　
　

２
点

　

  

記
念
品
を
贈
り
表
彰
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

十
津
川
村
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
統
合
推
進
室

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
３

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ＮＨＫ奈良放送局から
中継局廃止のお知らせ

　ＮＨＫ奈良放送局では、村民のみなさんにテレビ
放送を見ていただくため、村内に4局のテレビ中継
局を設置し、テレビ電波をお届けしてきました。現
在、村内のほとんどの方がケーブルテレビでテレビ
放送を視聴しており、テレビ電波を受信している方
がいないことから、これらのテレビ中継局を8月23
日に廃止します。
　なお、ケーブルテレビでテレビ放送を見ていただ
いている方への影響はありません。
▼廃止する中継局：上野地、小原、折立、平谷
▼お問い合わせ
　ＮＨＫ奈良放送局技術部
　☎0742（27）5909
▼受付時間
　午前10時～午後６時
　（土日、祝日を除く）
※小原局のFM放送は
　継続します。

　育児、しつけ、発達など子どもの相談や親自身
の相談に応じます。
　また、県内の相談機関のネットワークを活かし
て専門の相談機関を紹介します。
▼電話番号：０７４４（２１）４１５４
▼受付時間：月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　　午前9時～午後5時

奈良県子育て家庭サポートセンター

子育て電話相談
～ひとりで悩まないで、お気軽にお電話を～
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こくみんねんきん

障害基礎年金、遺族基礎年金とは？

れ
ま
す
が
、こ
の
と
き
は
前
記
の
保
険

料
納
付
用
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　

保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
確
認
し
た
い
方
や
国
民
年
金
の

詳
細
を
知
り
た
い
方
は
、住
民
課
保
険

年
金
係
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
厚
生
年
金
の
加
入
者
は

　

障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年
金

は
、厚
生
年
金
の
加
入
者
に
も
支
給
さ

れ
ま
す
。

※

こ
の
ペ
ー
ジ
中
の
、

・
年
金
額
は
、平
成
22
年
度
の
年
額
。

・
子
ど
も
と
は
、生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

る
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
子

ど
も
、ま
た
は
20
歳
未
満
で
一
級
・
二

級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
ど
も
。

・
初
診
日
等
と
は
、障
害
基
礎
年
金
で

は
初
診
日
、遺
族
基
礎
年
金
で
は
死

亡
日
。

を
意
味
し
ま
す
。

※

「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
期
間
」は
、原
則
と
し
て
20
歳

か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
で
す

が
、海
外
に
在
住
し
て
い
る
期
間
や
、

厚
生
年
金
等
か
ら
老
齢
年
金
を
受
け

て
い
る
期
間
は
除
か
れ
ま
す
。

※

厚
生
年
金
の
加
入
期
間
や
、第
三
号

被
保
険
者
の
期
間
は
、「
保
険
料
を
納

め
た
期
間
」と
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
３
分
の
２
要
件
」を
満
た
せ

な
く
と
も
、平
成
28
年
３
月
ま
で
に
65

歳
未
満
で
初
診
日
等
が
あ
る
場
合
、初

診
日
等
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の

１
年
間
の
全
て
の
期
間
が
保
険
料
を

納
め
た
期
間
、ま
た
は
保
険
料
を
免
除

さ
れ
た
期
間
で
あ
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、遺
族
基
礎
年
金
は
、老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は
老

齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
し

た
方
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
も
支
給
さ

っ
た
方
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
子

ど
も
の
い
る
妻
ま
た
は
子
ど
も
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
が
１
人
い
る
妻

の
場
合
は
１
０
２
万
円
、両
親
が
い
な

い
子
ど
も
１
人
の
場
合
は
79
万
２
，１

０
０
円
の
年
金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、子
ど
も
が
２
人
以
上
の
と
き
に

は
、い
ず
れ
に
つ
い
て
も
障
害
基
礎
年

金
と
同
様
の
加
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
年
金
受
給
の
た
め
の
条
件

　

障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
る
た
め
に
は
、初
診
日
等
の
あ

る
月
の
前
々
月
ま
で
の「
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
」の

う
ち
、３
分
の
２
以
上
の
期
間
が
保
険

料
を
納
め
た
期
間
、ま
た
は
保
険
料
を

免
除
さ
れ
た
期
間
で
あ
る
と
い
う「
保

険
料
の
納
付
要
件（
３
分
の
２
要
件
）」

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
障
害
基
礎
年
金

　

障
害
基
礎
年
金
は
、障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
の
初
診
日
が
国
民

年
金
に
加
入
中
、あ
る
い
は
60
歳
以
上

65
歳
未
満
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
な

っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
年
金
額

は
、障
害
の
程
度
で
違
い
、一
級
の
と
き

が
99
万
１
０
０
円
、そ
れ
よ
り
軽
い
程

度
の
二
級
の
と
き
が
79
万
２
，１
０
０

円
で
す
。
ま
た
、障
害
基
礎
年
金
に
は

子
ど
も
の
加
算
額
が
あ
り
、そ
の
額
は
、

２
人
目
ま
で
は
１
人
に
つ
き
年
間
22

万
７
，９
０
０
円
、３
人
目
か
ら
一
人

に
つ
き
７
万
５
，９
０
０
円
で
す
。

■
遺
族
基
礎
年
金

　

遺
族
基
礎
年
金
は
、国
民
年
金
に
加

入
中
あ
る
い
は
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
間
に
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、亡
く
な

　
国
民
年
金
か
ら
は
、65
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
ほ
か
、不
慮
の
事
故
の
た
め
の
障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
て
国
民
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
７
４
５（
22
）３
５
３
１

　

住
民
課
保
険
年
金
係

　
　

☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
１

　

直
通
０
７
４
６（
62
）０
９
０
０

ご
存
知
で
す
か
、国
民
年
金
に
は
障
害
基

礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す

障害基礎年金、遺族基礎年金とは？
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こくほだより

【お問い合わせ】
　　　国保の税に関することは・・・　　　　財政課  ☎０７４６（６２）０９０３
　　　国保の医療に関することは・・・　   　住民課  ☎０７４６（６２）０９００

今月は、国保税第    期の納期です。
納期限は、    月      日です。忘れず納めましょう！

2
7 31

【対　　象】　・75歳以上の方
　　　　　　　・一定の障害のある65歳以上の方
【手　　続】　不　要
【証の切替】
　７月下旬に、特定記録郵便で交付します。

【対　　象】
　・老　人　
　　老人医療費助成事業は７月31日をもって制度が
　　廃止されます。
　・乳幼児
　　就学前の乳幼児を養育している方
　・心身障害者
　　身障手帳１級、２級もしくは療育手帳Ａもしくは
　　Ａ１およびＡ２を持っている方
　・母子（父子）家庭
　　母子（父子）家庭の母（父）と18歳未満の児童
　・重度心身障害老人等
　①心身障害者医療費助成事業に該当する
　　65歳以上の方
　②母子（父子）医療費助成事業に該当する
　　75歳以上の方

【手　　続】　
　既に対象となる見込みの方には申請書を郵送して
　いますので、期日までに住民課へ申請してください。
　申請がない場合、医療費の助成は受けられません
　ので、ご注意ください。

【医療証の切替】
　７月下旬に交付します。
　（重度心身障害老人等及び一部乳幼児を除く）

【対　　象】　70歳～74歳の方
　　　　　　　（一定の障害のある方を除く）
【手　　続】　不　要
【証の切替】　７月下旬に交付します。
　※社会保険（日雇保険を除く）の方は、社会保険
　　事務所・健康保険組合などから交付されます。

【対　　象】　入院または入院を予定している方
【手　　続】　
　印鑑をご持参のうえ、住民課へ申請してください。
　社会保険の方は、各事業所へ申請してください。
　（所得区分により非該当の場合もあります。）

後期高齢者医療被保険者証

国民健康保険高齢受給者証

国民健康保険限度額適用認定証、
限度額適用・標準負担額減額認定証

【対　　象】　入院または入院を予定している方
【手　　続】　
　印鑑をご持参のうえ、住民課へ申請してください。
　（所得区分により非該当の場合もあります。）

後期高齢者医療限度額適用・
標準負担額減額認定証

福祉医療費助成事業

後期高齢者医療被保険者証
後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証
高齢受給者証、限度額適用認定証
限度額適用・標準負担額減額認定証
福祉医療費助成事業

受給者証など更新
のお知らせ

受給者証など更新
のお知らせ

受給者証など更新
のお知らせ



18

〝
あ
つ
さ
〞

回
復
し
て
も
病
院
へ

熱
中
症
を

　
　
疑
っ
た
と
き
は
？

熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
は

ど
ん
な
症
状
が
出
る
か
？

１．体調を整える

２．服装に注意

３．こまめに水分補給

４．年齢も考慮して

熱
中
症
を

　
　
疑
っ
た
と
き
は
？

①
涼
し
い
日
陰
や
ク
ー
ラ
ー
の
効

い
た
室
内
な
ど
へ
移
動
す
る 

②
衣
類
を
ゆ
る
め
て
休
む 

③
身
体
を
冷
や
す（
氷
や
冷
た
い

水
で
ぬ
ら
し
た
タ
オ
ル
を
手

足
に
当
て
る
） 

④
水
分
を
補
給
す
る 

（
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
な
ど
を
少
し
ず
つ
何

回
に
も
分
け
て
補
給
す
る
） 

⑤
医
療
機
関
へ
運
ぶ 

　
回
復
し
て
も
病
院
へ

　

熱
中
症
に
な
っ
た
ら
、回
復
し

た
つ
も
り
で
も
、体
内
に
影
響
が

残
っ
て
い
た
り
、再
発
の
お
そ
れ

も
あ
り
ま
す
。
回
復
し
た
後
で

も
必
ず
病
院
で
診
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、し
ば
ら
く
の

間
は
身
体
を
い
た
わ
る
生
活
を

し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
は

ど
ん
な
症
状
が
出
る
か
？

①
立
ち
く
ら
み
、め
ま
い
、吐
き

気
が
す
る 

②
こ
む
ら
返
り
が
お
こ
る 

③
体
が
ぐ
っ
た
り
し
て
力
が
入
ら

な
い 

④
大
量
の
汗
が
出
る

⑤
ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
す
る
頭
痛 

　

熱
中
症
は
、身
体
の
中
と
外
の

〝
あ
つ
さ
〞に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
様
々
な
体
の
不
調
で

す
。
体
温
が
上
が
り
す
ぎ
、自
分

で
体
温
調
節
の
で
き
る
限
界
を

超
え
か
け
た
、も
し
く
は
超
え
た

状
態
を
意
味
し
ま
す
。
怖
い
病

気
で
す
が
、少
し
の
心
が
け
で
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

は
、熱
中
症
の
発
生
し
や
す
い

時
期
と
な
り
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、農
作
業
な
ど
の

野
外
で
の
作
業
中
、ス
ポ
ー
ツ

中
に
だ
け
起
こ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
屋
内
で
も
、温
度
、

湿
度
が
高
い
場
合
に
は
発
症
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

乳
幼
児
や
高
齢
者
は
熱
中
症
に

か
か
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
の
で
、し
っ
か
り
予
防
を
し
て

元
気
に
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
！

ほけんだより

■発信　　住民課保健衛生係ならないために
に

ならないために
に

　睡眠不足や風邪気味など、体調が悪いときは
暑い日中の外出や運動は控えましょう。体力が
低下しているときは、熱中症にもなりやすくなり
ます。 

　涼しい格好（通気性の良い服装）で、外出時に
は帽子や日傘を使用して皮膚に直射日光をあた
りにくくすると、体温の上昇を抑えられます。 

　「のどが乾いた」と感じたときは、すでにかなり
の水分不足になっていることが多いものです。
定期的に少しずつ水分を補給しましょう。特にス
ポーツドリンクなどは、浸透圧の関係で、より予防
効果があがります。
　ビールなどのアルコールは利
尿作用（おしっこがでやすくな
る）により、水分が奪われやすく
なります。好きな方は、２杯目か
らにすることをおすすめしま
す。１杯目はお茶やスポーツ飲
料を飲んで体を冷やしましょう。

　発育途中の子どもや高齢者は熱中症にかかり
やすいため、本人だけでなく、保護者や家族も
いっしょに、予防を心がけましょう。 

１．体調を整える

２．服装に注意

３．こまめに水分補給

４．年齢も考慮して
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人のうごき人のうごき
（敬称略）

温井　涼音ちゃん(大野)
（6月30日生まれ・満1歳）

いつも元気いっぱいのりーくん !
いたずらもほどほどに・・・ネ。

父・・・潤也　　母・・・弥生

りおん

おくやみおくやみ

（敬称略）善意銀行善意銀行

久保　忠敏
中谷　成光
中　　ちよ
前岡　英明
山本　七郎
森田　之良
下野　冨夫
植田　直興
中畑加壽代
杉坂　清忠

93
78
105
83
87
62
75
92
90
85

2
14
15
16
19
19
20
22
23
27

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

6月
6月
6月
6月
6月
6月
6月
6月
6月
6月

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

（高　津）
（小　原）
（上葛川）
（迫西川）
（平　谷）
（沼田原）
（小　原）
（三　浦）
（川　津）
（重　里）

おめでたおめでた
丸谷　理人 6月14日
父：眞史　　母：真希　（折　立）

（りひと）　  男

柏木　裕人
杉本　正秀

（奈良市）
（折　立）

尾中さとみ
井戸利永子

（武　蔵）
（折　立）

ご 結 婚ご 結 婚

松木平　博子

奈良県警察官Ａ・Ｂ採用試験奈良県警察官Ａ・Ｂ採用試験奈良県警察官Ａ・Ｂ採用試験
▼第１次試験（教養・論文）　　　９月１９日（日）
▼体力試験・口述試験　　　　  １０月１６日（土）、１７日（日）、２３日（土）、２４日（日）
　　　　　　　　　　　　　    のうち指定する１日
▼受付期間　〈郵送・持参〉　　　８月２０日（金）まで
　　　　　　〈インターネット〉　８月１６日（月）まで
▼受験資格
　〈警察官Ａ〉昭和５６年４月２日以降に生まれた人で４年生大学を卒業した人
　　　　　　または平成２３年３月末日までに４年生大学を卒業見込みの人
　〈警察官Ｂ〉昭和５６年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた人で警察官Ａ以外の人
▼申込方法　奈良県警察本部警務課採用係まで、申込書を郵送もしくは持参または
　　　　　　インターネット（http://www.police.pref.nara.jp/）により申し込んでください。
　　　　　　※受験申込書は、五條警察署十津川警察庁舎、各駐在所などで交付しています。

▼お問い合わせ　五條警察署　十津川警察庁舎　☎０７４６－６３－０１１０
　　　　　　  奈良県警察本部　警務課　　　☎０１２０－３５１－２０４



発
行
編
集：十

津
川
村
村
づ
く
り
推
進
課・情

報
管
理
室

2010（
H
22）年

7月
１
日・589号

http://www.vill.totsukawa.lg.jp E-m
ail m

uradukuri@
vill.totsukawa.lg.jp

TEL.0746-62-0001  FAX.0746-62-0210

　先月行われた、新十津川町開町120
年記念式典に参列させていただきまし
た。式典で村長が述べた祝辞に「胸に込
みあげてくるものがあった」と何人もの
町民から聞きました。町民の先人の苦
労を偲ぶ心。また、母村（十津川村）への
想いが伝わってきました。この開町記念
式典の写真を収めた物や新聞記事な
ど、関係イベントの記録を詰めたタイム
カプセルを埋め、30年後に堀りだそうと
計画しているそうです。そこにこの村報
「とつかわ」も一緒に入れていただける
ことになりました。30年後も今と変わら
ない関係が保たれ、両町村ともますま
す発展していればと願います。   （R・M）

子ども会大会の綱引き

　梅雨の季節になり、少し強い雨が降
ると、「国道425号線滝分岐から大字
大野村境まで、雨量規制による通行止
めを行います。」という臨時放送が頻
繁に行われます。「やれやれ、またか。」
と思いながら、避けては通れない道な
ので、仕方なく通っていますが、いつ
かは石が落ちてくるのではないかと
心配になります。村には迂回路が全く
ない集落も多いので、「道が寸断され
たらどうしよう。」と不安に思っている
方も多いのではないでしょうか。崩れ
やすい地形なので、難しいとは思いま
すが、雨の心配をせずに道が通れる
ようになってほしいです。          （H・C）

●世帯数　2,023世帯（-1世帯）

●人　口　4,162人（-13人）

（平成22年7月1日現在）

男性 　2,050人（－8人）／女性　2,112人（－５人）

住宅用火災警報器を設置しましょう。
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